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歳 入
301億2，487万8千円
歳 入

301億2，487万8千円
歳 出

284億8，８38万5千円
歳 出

284億8，８38万5千円

平成25年度八潮市一般会計歳入歳出決算の概要

　

平
成
25
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
歳
入
総
額
は
、
３

０
１
億
２
４
８
７
万
８
千
円
、
歳
出
総
額
は
２
８
４
億
８
８
３
８
万
５

千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
16
億
３
６
４
９
万
３
千
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
１
億
４
９

４
万
１
千
円
を
差
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
15
億
３
１
５
５
万
２
千
円

で
、
単
年
度
収
支
額
は
、
５
万
２
６
０
０
円
で
し
た
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

民生費　36.0％  
102億5,565万１千円
民生費　36.0％  
102億5,565万１千円

土木費　18.4％  
52億4,968万3千円
土木費　18.4％  
52億4,968万3千円

教育費　11.3％  
32億1,524万7千円
教育費　11.3％  
32億1,524万7千円

公債費　11.0％ 
31億4,228万2千円
公債費　11.0％ 
31億4,228万2千円

衛生費　6.8％ 
19億5,099万円
衛生費　6.8％ 
19億5,099万円

総務費　10.4%
29億5,137万4千円
総務費　10.4%
29億5,137万4千円

商工費 1.2%
3億5,765万2千円
商工費 1.2%
3億5,765万2千円

議会費　0.9%
2億5,561万6千円
議会費　0.9%
2億5,561万6千円

その他　0.7％
1億8,159万3千円
その他　0.7％
1億8,159万3千円

消防費 3.3%
9億2,829万7千円
消防費 3.3%
9億2,829万7千円

市税　50.7％
152億7,314万4千円
市税　50.7％
152億7,314万4千円

国庫支出金　15.1％
45億5,814万9千円
国庫支出金　15.1％
45億5,814万9千円

諸収入　6.9％
20億6,174万2千円
諸収入　6.9％
20億6,174万2千円

県支出金　4.0％
12億654万7千円
県支出金　4.0％
12億654万7千円

繰越金　5.2％
15億7,837万1千円
繰越金　5.2％
15億7,837万1千円

地方消費税交付金　2.7％
8億1,210万8千円
地方消費税交付金　2.7％
8億1,210万8千円

繰入金　2.0％
6億1,476万9千円
繰入金　2.0％
6億1,476万9千円

その他　5.2％
15億4,604万8千円
その他　5.2％
15億4,604万8千円

市債　8.2％
24億7,400万円
市債　8.2％
24億7,400万円

討  

論

　

平
成
25
年
度
決
算
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
な
る
経
済
対
策
の
実
行
と
い
う

も
と
で
の
決
算
で
し
た
。
円
安
・
株

高
が
進
み
、
景
気
の
回
復
傾
向
と
い

う
こ
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
25
年
度
決
算
で
は
、
株
式

等
譲
渡
割
交
付
金
が
当
初
予
算
比
で

１
６
６
８
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
端

な
数
値
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
、
そ
の
こ
と
自
体
は
読

み
取
れ
ま
す
が
、
円
安
に
よ
る
輸
入

品
の
高
騰
は
、
物
価
の
引
き
上
げ
と

な
り
、
賃
金
な
ど
の
所
得
が
増
え
な

け
れ
ば
庶
民
の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す

苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
厚
生
労

働
省
の
「
平
成
25
年
版
労
働
経
済
の

分
析
」
は
、
現
金
給
与
総
額
の
推
移

に
つ
い
て
「
１
９
９
７
年
の
36
万
円

を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
き
、
２
０
１

２
年
は
31
万
４
千
円
へ
と
、
12
・
８

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
」
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
同
じ
く
、
26
年
版
で
は
、

「
２
０
１
３
年
の
現
金
給
与
総
額

は
、
前
年
比
で
み
る
と
横
ば
い
と
持

ち
直
し
の
動
き
を
見
せ
た
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
総
額
そ
の
も
の
は
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
歳
入
は
、
一
人
当

た
り
の
個
人
市
民
税
所
得
割
額
が
若

干
増
え
ま
し
た
。
税
制
改
正
が
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
単
純
に
金
額

を
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
景
気
回
復

傾
向
と
い
う
こ
と
が
一
定
反
映
し
て

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
傾

向
は
、
法
人
市
民
税
に
お
い
て
も
読

み
取
れ
る
状
況
で
す
が
、
規
模
の
小

さ
な
法
人
で
は
、
赤
字
法
人
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
市

民
生
活
応
援
の
市
政
運
営
に
腐
心
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
中
で
職
員
の
給
与
削
減

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
が
、
地

方
交
付
税
を
削
減
す
る
形
で
押
し
つ

け
て
き
た
も
の
で
す
が
デ
フ
レ
脱
却

と
称
し
て
財
界
に
は
労
働
者
の
報
酬

引
き
上
げ
を
要
請
し
な
が
ら
、
足
下

で
は
人
件
費
の
削
減
を
地
方
に
強
要

す
る
、
矛
盾
の
極
み
で
あ
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
在
宅
福
祉
と
い
い

な
が
ら
、
障
害
者
生
活
支
援
事
業
・

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
共
に

利
用
者
の
減
少
が
見
ら
れ
ま
す
。
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
よ
う

利
用
条
件
等
の
改
善
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

土
木
費
で
は
、
街
並
み
景
観
形
成

支
援
補
助
金
が
年
度
途
中
で
減
額
補

正
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
未
執
行

と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
教
育
相
談
所
運
営

事
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も

た
ち
・
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談

業
務
を
す
る
上
で
、
相
談
員
が
時
間

的
に
も
余
裕
を
持
っ
て
業
務
に
当
た

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

す
。

　

ま
た
、
公
共
工
事
に
関
わ
っ
て
労

務
単
価
が
見
直
さ
れ
契
約
変
更
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
個
々
の
労
働
者
に

は
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と

言
う
こ
と
が
議
論
に
な
っ
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
意
図
す
る
こ
と
が
実

現
で
き
る
よ
う
手
立
て
を
と
る
こ
と

　

平
成
25
年
度
の
経
済
情
勢
は
、
金

融
政
策
や
財
政
政
策
な
ど
を
一
体
的

に
推
進
し
た
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の

業
績
は
改
善
傾
向
に
向
か
い
、
個
人

消
費
も
増
加
す
る
な
ど
、
景
気
の
回

復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
に

お
け
る
平
成
25
年
度
八
潮
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
を
み
ま
す
と
、
歳

入
総
額
で
は
、
３
０
１
億
２
４
８
７

万
８
３
１
４
円
で
、
収
入
率
は
、

93
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

市
税
の
確
保
が
極
め
て
厳
し
い
環
境

の
中
、
市
税
全
体
で
は
、
１
・
１
ポ

イ
ン
ト
増
の
92
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
３
ヵ
年
度
連
続

で
市
税
全
体
の
収
納
率
が
向
上
し
た

こ
と
は
、
収
納
努
力
の
結
果
で
あ
る

と
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
自
主
納
付
の
啓
発
や
納
付
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
な
ど
、
自
主

財
源
の
確
保
に
さ
ら
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
総
額
で
は
、
２
８
４

億
８
８
３
８
万
４
７
８
５
円
で
、
執

行
率
は
、
88
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
歳
出
全
体
で
は
、

予
算
化
さ
れ
た
事
業
を
効
率
よ
く
執

行
さ
れ
、
経
費
の
削
減
が
図
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

賛
成
討
論
（
自
民
ク
ラ
ブ
）

　

平
成
25
年
度
の
主
な
事
業
を
み
ま

す
と
、
北
部
地
区
整
備
関
連
事
業
で

は
、
外
環
自
動
車
道
八
潮
パ
ー
キ
ン

グ
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
必
要
性
や
有

効
性
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
な
ど

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
期
待
を
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

福
祉
関
係
で
は
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
２
つ
の

認
可
保
育
所
が
開
園
し
た
こ
と
に
よ

り
、
待
機
児
童
の
解
消
が
図
ら
れ
、

ま
た
、
適
切
に
保
育
施
設
の
修
繕
や

中
央
保
育
所
の
耐
震
診
断
を
行
っ
た

こ
と
は
、
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

防
災
関
係
で
は
、
生
活
道
路
で
の

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
八

潮
七
丁
目
地
区
内
に
お
い
て
ゾ
ー
ン

30
を
設
定
し
、
車
両
の
最
高
速
度
を

30
キ
ロ
に
規
制
し
た
こ
と
や
、
八
潮

駅
北
口
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
な
ど
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

環
境
関
係
で
は
、
八
潮
市
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
い
た
太
陽
光
発
電
の

普
及
を
図
る
た
め
の
補
助
制
度
な
ど
、

快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に
向
け
た

取
り
組
み
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
増
大
す
る
行

政
需
要
に
対
し
、
的
確
に
対
応
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
財
源
の
確
保
、

効
率
的
な
行
政
運
営
に
心
が
け
、
八

潮
が
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま

ち
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
の

意
を
表
し
、
討
論
を
終
了
い
た
し
ま

す
。

を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
討
論
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。


